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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 3,813 △11.1 25 △88.5 31 △86.0 7 △93.4
25年3月期第1四半期 4,288 34.5 221 105.1 226 93.6 121 254.1

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 12百万円 （△86.4％） 25年3月期第1四半期 89百万円 （334.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 0.39 ―
25年3月期第1四半期 5.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 17,490 7,000 40.0
25年3月期 19,690 7,091 36.0
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  7,000百万円 25年3月期  7,091百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） ― ― 5.00 5.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,830 △13.5 220 △50.7 220 △51.2 130 △46.7 6.32
通期 17,640 △4.3 540 △43.0 540 △44.5 310 △41.6 15.06



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注) 詳細は、添付資料 P.3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
するレビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 20,600,000 株 25年3月期 20,600,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 19,721 株 25年3月期 19,721 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 20,580,279 株 25年3月期1Q 20,580,344 株
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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政権交代に伴う経済政策への期待感と、日銀の大幅な

金融緩和政策により、輸出環境の改善や株価の回復など明るい兆しがみられました。しかしながら欧州の債

務危機、中国経済の減速等から先行き不透明な状況で推移いたしました。設備投資につきましては、企業収

益の回復を受けて下げ止まりつつあるものの、一部の顧客を除き全般として慎重な姿勢が維持され、低調な

動きが続いております。このような経済環境にあって、当社のエンジニアリング事業部および化工機事業部

が主要顧客とする化学機械装置関連業界につきましては、企業収益は改善しつつあるものの、国内の設備投

資は抑制気味に推移し、受注競争が一段と激化しております。また、エネルギー・環境事業部が担当する原

子力機器関連業界につきましては、全般的に低調に推移しました。 

 このような状況下、当社グループの当第１四半期連結累計期間における業績につきましては、受注高は 

3,297百万円と前年同四半期に比べ 3,321百万円の減少（△50.2％）、売上高は 3,813百万円と前年同四半

期に比べ 474百万円の減少（△11.1％）となりました。 

 利益面では、営業利益は25百万円と前年同四半期に比べ 195百万円の減少（△88.5％）、経常利益は31百

万円と前年同四半期に比べ 194百万円の減少（△86.0％）となり、四半期純利益は 7百万円と前年同四半期

に比べ 113百万円の減少（△93.4％）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

① エンジニアリング事業 

 エンジニアリング事業においては、顧客の国内設備の整理統合と製造拠点の海外シフトの流れが続いてお

ります。このような状況に加え、「単体機器」の価格競争が激化しており、厳しい環境となっております。

その結果、受注高は 1,200百万円と前年同四半期に比べ 1,564百万円の減少（△56.6％）、売上高は 1,475

百万円と前年同四半期に比べ 608百万円の減少（△29.2％）となり、セグメント損失(営業損失)は27百万円

となりました（前年同四半期はセグメント利益(営業利益) 130百万円、前年同期比 ― ％）。 

② 化工機事業 

 化工機事業においては、事業の拡大やコア事業の充実を企図する顧客へ積極的に営業活動を展開した結果、

受注高は 1,520百万円と前年同四半期に比べ 209百万円の減少（△12.1％）したものの、売上高は 1,688百

万円と前年同四半期に比べ 299百万円の増加（＋21.5％）となり、セグメント利益(営業利益)は 100百万円

と前年同四半期に比べ15百万円の増加（＋17.6％）となりました。 

③ エネルギー・環境事業 

 エネルギー・環境事業においては、原子力事業を取り巻く環境は依然厳しく、ＭＯＸ再処理といった当社

が注力している分野においても、不透明感が継続しております。このような状況下、原子力事業で培った技

術を応用して、エネルギー市場全般に向けて営業活動を進めておりますが、業績に与える影響は依然乏しく、

原子力関連のメンテナンス業務を中心に進めております。その結果、受注高は 576百万円と前年同四半期に

比べ 1,547百万円の減少（△72.9％）、売上高は 649百万円と前年同四半期に比べ 165百万円の減少（△

20.3％）となり、セグメント損失(営業損失)は47百万円となりました（前年同四半期はセグメント利益(営

業利益) 5百万円、前年同期比 ― ％）。 

 

 なお、当社グループは、通常の営業形態として、年度末に完成する工事の割合が大きいため、各四半期の

生産、受注及び販売の状況の間に著しい相違があり、四半期毎の業績に季節的変動があります。 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高はほぼ予想通りに推移しておりますが、営業利益、経

常利益及び四半期純利益につきましては当初の予想を下回っております。しかしながら、今後の原材料価格

など不確定な要素に基づく影響が大きいものと予想され、今後の業績予想は困難であることから、平成25年

５月14日公表の第２四半期累計期間及び通期の業績予想から変更はいたしておりません。 

 なお、今後の見通しにつきましては、現在精査中であり、見通しが立ち次第速やかに開示いたします。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・ 税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

 



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,176 2,304

受取手形及び売掛金 9,091 6,958

仕掛品 1,073 811

原材料及び貯蔵品 17 21

繰延税金資産 203 213

その他 644 720

貸倒引当金 △8 △9

流動資産合計 13,199 11,020

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,309 1,290

機械装置及び運搬具（純額） 86 84

工具、器具及び備品（純額） 37 35

土地 3,675 3,675

リース資産（純額） 27 22

有形固定資産合計 5,135 5,107

無形固定資産 87 72

投資その他の資産   

投資有価証券 727 758

繰延税金資産 494 483

その他 53 52

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 1,269 1,289

固定資産合計 6,491 6,470

資産合計 19,690 17,490
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,159 4,549

短期借入金 1,261 608

リース債務 52 44

未払法人税等 283 5

前受金 1,329 841

賞与引当金 294 443

役員賞与引当金 9 －

完成工事補償引当金 149 54

その他 543 542

流動負債合計 9,084 7,088

固定負債   

長期借入金 868 795

リース債務 21 14

退職給付引当金 1,291 1,251

役員退職慰労引当金 141 148

資産除去債務 58 58

再評価に係る繰延税金負債 1,132 1,132

固定負債合計 3,515 3,401

負債合計 12,599 10,490

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,030 1,030

資本剰余金 103 103

利益剰余金 3,791 3,696

自己株式 △5 △5

株主資本合計 4,918 4,823

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 109 130

繰延ヘッジ損益 15 △0

土地再評価差額金 2,047 2,047

その他の包括利益累計額合計 2,172 2,176

純資産合計 7,091 7,000

負債純資産合計 19,690 17,490
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 4,288 3,813

売上原価 3,618 3,300

売上総利益 669 513

販売費及び一般管理費 448 487

営業利益 221 25

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 10 10

受取賃貸料 2 2

その他 2 1

営業外収益合計 15 14

営業外費用   

支払利息 3 3

支払手数料 2 3

その他 4 0

営業外費用合計 10 8

経常利益 226 31

特別利益   

役員退職慰労引当金戻入額 2 －

特別利益合計 2 －

特別損失   

投資有価証券評価損 6 －

特別損失合計 6 －

税金等調整前四半期純利益 221 31

法人税等 100 23

少数株主損益調整前四半期純利益 121 7

四半期純利益 121 7
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 121 7

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △30 20

繰延ヘッジ損益 △0 △16

その他の包括利益合計 △31 4

四半期包括利益 89 12

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 89 12
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 当第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日) 

  該当事項はありません 

 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日) 

・報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注)２ 

エンジニア 
リング事業 

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計 

売上高   

 外部顧客への売上高 2,083 1,389 815 4,288 ― 4,288 ― 4,288

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
12 59 ― 71 ― 71 △71 ―

計 2,095 1,448 815 4,359 ― 4,359 △71 4,288

セグメント利益 130 85 5 221 ― 221 ― 221

(注)１．調整額は以下の通りであります。 

     売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日) 

・報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報            (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 
調整額 
(注)１ 

四半期 
連結損益
計算書 
計上額 
(注)２ 

エンジニア 
リング事業 

化工機事業
エネルギー
・環境事業

計 

売上高   

 外部顧客への売上高 1,475 1,688 649 3,813 ― 3,813 ― 3,813

 セグメント間の内部 

 売上高又は振替高 
87 118 ― 205 ― 205 △205 ―

計 1,562 1,807 649 4,019 ― 4,019 △205 3,813

セグメント利益又は 

セグメント損失(△) 
△27 100 △47 25 ― 25 ― 25

(注)１．調整額は以下の通りであります。 

     売上高の調整額は、セグメント間の内部売上高消去額であります。 

  ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 
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４．　補足情報
（受注、売上及び受注残の状況）

期　別

セグメント 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

（受注高）

エンジニアリング事業 2,764 41.8 1,200 36.4 4,947 32.8

化工機事業 1,730 26.1 1,520 46.1 6,818 45.2

  エネルギー・環境事業 2,124 32.1 576 17.5 3,328 22.0

合　計 6,618 100.0 3,297 100.0 15,094 100.0

（売上高）

エンジニアリング事業 2,083 48.6 1,475 38.7 8,087 43.9

化工機事業 1,389 32.4 1,688 44.3 6,346 34.4

  エネルギー・環境事業 815 19.0 649 17.0 3,992 21.7

合　計 4,288 100.0 3,813 100.0 18,426 100.0

（受注残高）

エンジニアリング事業 7,775 41.3 3,679 29.2 3,954 30.1

化工機事業 1,555 8.3 1,519 12.0 1,687 12.8

  エネルギー・環境事業 9,475 50.4 7,429 58.8 7,502 57.1

合　計 18,806 100.0 12,628 100.0 13,144 100.0

(注)　輸出状況 (前第１四半期連結累計期間) (当第１四半期連結累計期間) 　　　(前連結会計年度)
　輸出関係売上高(百万円、％) 880 20.5 804 21.1 4,313 23.4
　　エンジニアリング事業 748 17.4 747 19.6 3,687 20.0
　　エネルギー・環境事業 132 3.1 56 1.5 626 3.4

前連結会計年度
自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

 前第１四半期連結累計期間  当第１四半期連結累計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日
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